














はじめに 

昨年度の研究成果に基づいて,本年度は主として視診で容易に診断できる外表奇形をマー

カーとする先天異常モニタリングのパイロットスタディーを開始した。 

あくまでも人口べ一スのモニタリングを目標とするために,調査対象集団の選定にあたり

選抜による母集団よりの偏りを最小にするよう配慮した。また調査精度を一定に保つため

に外表奇形診断の手引きを作成した。現在までの試行調査の結果をまとめ,若干の考察を加

える。 


